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芸工大広報誌のタイトルは「g g」。最初の「g」は芸工大のgであり、もう一つの「g」
は芸術市民のg。文化的志向を持つ皆さんを「芸術市民」と名付けました。あの絵が
好き！ このデザインかっこいい！ 景観がきれい！ こんな風に日常の中で感動できる人
は立派な芸術市民。そんな芸術市民のみなさんと芸工大が、「＋」より強い「 」で結
ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな思いを込めて「g g」、親し
みを込めて「ジー・ジー」と呼んでください。
広報室では、「g g」を置いていただけるショップやギャラリーなどを随時募集中です。
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映像学科では山形県広報課と連携し、演習の中で山形をPR

する映像作品を制作しています。様々な視点からとらえられ
た“山形”は、芋煮、さくらんぼ、出羽三山などおなじみの名物・
名所をモチーフにしていながらも、斬新な切り口で映像化さ
れています。映像は、山形県インターネット放送局〈やまがた
Channel〉やg gのホームページでも公開しています。

制作した学生のインタビューはWEBで。

学生が感じる “山形”を、独自の視点で映像化。
山形のPRの一端を担います。

表紙のアート

TUAD IS HERE
●日常の中の芸工大

〈studioこぐま〉でのキャンドルとクリスマスリース作り。
カラフルなデコレーションで温かなクリスマスを演出しました。

廃校になってしまった、小国町の旧小玉

川小中学校をアトリエにして活動してい

るアーティスト集団〈studioこぐま〉。メン

バーである、卒業生で元副手の大沼洋

美さんと、鈴木淳平さん、原田聖さんの3

人は、それぞれの制作の場としてだけで

なく、専門である写真のワークショップや

大人のデッサン教室を行うなど、芸術活

動を通じた交流や体験の拠点として校

舎を活用。芸術と地域との出会いによっ

て生まれるものを探っています。12月には、

まつぼっくりやクルミなど地域で採れた

植物を使ったクリスマスリース、キャンド

ルづくりが行われ、地元の親子連れなど

多くの人が楽しみました。
WEB 〈studioこぐま〉の活動を詳しく紹介します。
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東日本大震災からの復興を目的として、復興グッズのセレクト

ショップ『Send♥ai Reborn Stage』の仙台のいろは横町への出

店を提案し、研究として実験的に開店させた吉田雄次さん。

復興に向けて多くの人が立ち上がりプロジェクトも進行する中

で、被災地にある素材を使い、現地の人たちが持つ技術、意

識を尊重した考え方が注目を集めました。昔ながらの風情が

残る、いろは横丁の店内に並ぶのは、陸前高田市にある高田松

原の松材から作ったキーホルダーや、気仙沼市の漁師の網を

使ったハンモックなど。吉田さんは、例え復興支援の意識がな

くても、自分が欲しいと思える魅力的な商品ばかりを集めたそう

です。また、より多くの売上金を被災地に還元したいという気持

ちから、被災地の生産者と直接やり取りすることを心掛けた結

果、復興に対する想いを共有するという経験もしました。「制

作工程が複雑で市場に出すのが難しい商品も取り扱うことが

できたのは、沢山の人の共感と助けがあったからです。地域に

根ざした商品の魅力を伝え、訪れたお客さんに知ってもらうこ

とが大事だと思っています」。吉田さんは震災復興の一端を

担いながら、新たに実感した東北の魅力を発信しています。

震災復興からはじまる、新たなつながり。
●吉田雄次（メディア・コンテンツデザイン学科）

酒田港から船にゆられて西に75分の日本海に浮かぶ飛島。

大学から遠く離れた場所に赴き、そこで暮らす女性たちの歴

史や文化を書き起こし『飛島の女性史』を卒業論文に選ん

だ小川ひかりさん。きっかけは1年次に東北文化研究センタ

ーが発行する地域ブックレット制作を担当したことでした。

飛島に暮らす方 と々の交流を重ね、温かく迎えられるうちに

飛島に対する思い入れが強くなり、「飛島の暮らしや歴史を

形にして恩返しをしたい」と思うようになりました。夏場は月

に一度、長い時は1ヶ月間滞在し、すっかり島の雰囲気に馴

染んだ小川さんが必ず訪れるのは、太田キクコさんのお宅。

一緒に温かいコーヒーを飲みながら太田さんの記憶を辿り、

漁村ならではの運動会、食文化、活気ある港の風景などを

綴っていきました。太田さんは「自分が体験したことを話して

いるだけで立派なことは言えないけど、来てくれるのが嬉し

い。小川さんが1年生の時から知っているからね、娘みたいに

思っているよ」と笑顔で語りました。「研究が終わったからと

いって、もう島に来ない、というのが嫌で」という小川さん。卒

業後は、飛島の会社への就職と移住を決めています。

島の研究で育んだ、あたたかな心の交流。
●小川ひかり（歴史遺産学科）

美術科洋画コースで鴻崎ゼミに属する学生たちは、ひとつの

広いアトリエを共有し、卒業制作に取り組んでいます。自身の

作品を「卒展だからこそできる、現代アートのゆるさを皮肉れ

る作品」と語る古川孝裕さん。「抽象と具象をミックスし、具

象物体が浮かび上がるような絵にしたい」という高橋洸平さ

ん。「ありのままの自分をぶつけたい」と作品に向かい合う飛

嶋翔さん。「テーマである“光”を描けたら」と作品に魂を込め

た大内美香さん。「ばらばらの個体がつながる立体作品で、

その人がその人らしくある必要性を感じてもらいたい」と、熱

い想いを語る関根可奈子さん。アトリエにはそれぞれの個性

や想いが宿り、静かな時間を紡いでいました。鴻崎正武講師

は、「こういった経験は、社会に出て何かを表現していく時の

アイデンティティーに、少なからず影響があるのではないでし

ょうか。洋画コースで巡り会い、育んだひと時を糧に生きてい

ってほしいですね」と温かな視点で語っています。卒展が始

まると、このアトリエはそのまま作品を展示するギャラリーへと

変身。鑑賞者は作品そのものだけでなく、学生たちがこの空

間で共有した空気も感じ取ることができるかもしれません。

ひとつの空間を共有する、創作の時間。
●鴻崎正武ゼミ（美術科洋画コース）

2012年度  卒展のテーマは“ヨスガ”。

地域社会と密接なつながりをもって歩んできた芸工大。
人と人、人と場所、物、事象は影響し合い、つながっています。
ヨスガ（縁）とは、心惹かれ触れ合う感性から生まれる、未来への確かな手がかりです。
学生にとって、大学にとって、社会にとって、
これらのヨスガはどんな影響を与えているのでしょうか。
2012年の卒展から、地域社会との関わりから、その一端をご紹介します。

芸工大のヨスガ。

4年間の学びや出会いの集大成として、また未来へのステップとして、
それぞれの思いを持ちながら卒業制作・研究に取り組む学部4年生と大学院2年生。卒展は2012年2月14日から2月19日に開催します。
ぜひ会場で、人や社会と触れ合った学生たちが何をヨスガとしたのかを感じてください。

卒業制作として、幼児期から成人になるまで使えるユニット

式のベッドを制作している渡辺由枝さんのコンセプトは“一生

寄り添える家具の提案”。安心感と愛着をもって長く使い続

けられるベッドの素材に選んだのは、優しい風合いで耐久

性も高く、使い込むほどに美しい色合いになる籐です。制作

協力をお願いしたのは、明治40年から創業する老舗で、渡

辺さんが幼い頃から慣れ親しんだ籐製品を生み出してきた

ツルヤ商店。社長の会田源司さんとはお祖母さんの代から

付き合いがあり、とても身近な存在だったそうです。渡辺さん

はニスの匂いがする工房の一角、職人が籐を削る音を聞きな

がら、会田さんの指導を受け作品の完成を目指しました。

「実用性だけでなく手作りの付加価値もある日本の籐製品を、

若い世代に伝えていけるのはとても嬉しいこと」と語る会田

さん。渡辺さんは「世界で認められている技術者が身近にい

るのが本当にありがたいです。会田さんは日本の籐製品の良

さや技術を広めたいという情熱をもって若い人を受け入れて、

一生懸命に応援してくれます。ものづくりに真摯に取り組む

姿勢も勉強になりました」と感謝と感激を伝えています。

積み重ねた技術と、新しい提案がひとつになる工房。
●渡辺由枝（プロダクトデザイン学科）

小川さん

飛島

渡辺さん

会田社長

吉田さん震災復興

鴻崎ゼミアトリエ
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●小林泰彦教授＋小林秀幹講師＋学生（美術科工芸コース）

美術科工芸コースでは、山形駅前大通り商店街振興組合の
協力で、駅前大通り中央分離帯に設置するクリスマスイルミ
ネーションを制作。東口のロータリーに設置した2010年度に引
き続き、2011年度は1年生8名が授業課題として動物のイルミ
ネーションを2ヶ月間かけて制作し、作品数点を設置しました。
今回の作品は、他にも東北中央病院と浜井電球工業株式
会社山形営業所にも設置されました。なお、使用している
LEDは浜井電球工業株式会社よりご提供いただいています。

山形駅東口クリスマスイルミネーション

●中山ダイスケ教授＋学生（グラフィックデザイン学科）

山形市の委託を受け、山形市の名物をトラックの側面にデザ
インし山形のPRを行う企画「山形市トラック観光大使プロジ
ェクト」が実施されました。大型トラックにラッピングされたの
は、「山寺」「蔵王温泉スキー場」「さくらんぼ」「日本一の芋
煮会フェスティバル」「山形花笠まつり」の5つ。学生が提案
した作品はいずれも秀作で、市民審査委員、本学の中山ダ
イスケ教授らは選出に苦労したといいます。トラックは7月に
出発式が行われ、5年間にわたり全国各地を駆け巡ります。

山形市の観光物をラッピングトラックでPR
●上原勲准教授＋学生（プロダクトデザイン学科）

企業側の開発者やデザイナーが課題を出し、学生と共に開発
に取り組んでいく「産学共創プロジェクト」で開発したのは、汎
用エンジンを使用した『Little Peter』という除雪機。女性がひ
とりでも楽に使える軽さとコンパクトに収納できるスマートさな
どが公開プレゼンテーションの中で評価され、実際にモデル
制作を行いました。“役に立つ道具を作る”という今回のテー
マに対し実体験を持って発案するため、授業の中で宮城県
の被災地でのボランティア活動を経験し開発にあたりました。

本田技研研究所×除雪機「L i t t l e  Pe t e r」
●学生（美術科彫刻コース）

学生が秋田県旧錦木村で調査をした事がきっかけとなり、美
術科彫刻コースでは毎年9月の上旬に、秋田杉の間伐材を
使ったモニュメント制作を実施しています。間伐材の枝打ち
やチェンソー体験から始まり、現在は有志学生による活動と
して約15名が参加。営林署の方に用意して頂いた間伐材を
使い、かたまえ山公園の〈森の学校〉で合宿をしながらモニュ
メントやベンチなどを制作しています。完成した作品は田沢
湖の展望台に続く道にコレクションとして展示されています。

秋田杉間伐材でのモニュメント制作

●馬場正尊准教授＋学生（建築・環境デザイン学科）

都市部であるほど需要が高まっているリノベーション。仙台市
の中心街、本町にある中古マンションのリノベーションを、仙台
の住宅メーカー・デザインホームと建築・環境デザイン領域が
連携、共同開発を行いました。3年程の実績がある山形R不
動産での特色ある取り組みから、学生の自由な発想に期待を
寄せたデザインホーム。学生たちとまとめた5つのプランのコ

ンセプトや間取りをweb上で掲載し、人気投票で1位になった
プランを実際に施工するという実験的な企画を行いました。

仙台の中古マンションをリノベーション
●松村茂教授＋学生（企画構想学科）

山形県とデザイン工学部企画構想学科が連携し、県外の若
者に対し学生の視点から山形の魅力を伝え、県内への移住
交流推進を図るホームページ『Yamagata  5○（ごえん）』を企
画・運営・管理をしています。取材や編集をするのは全て学
生。食べ物、温泉、ショッピング、観光スポットなどのコンテンツ
は、山形に住む学生ならではの山形の新しい魅力を伝える充
実したものになっていて、TwitterやFacebookなどのSNSも活
用。オンタイムで山形と人を結びつけるサイトになっています。

学生視点で魅力を発信「Ya ma g a t a  5○」
●早野由美恵准教授（プロダクトデザイン学科）＋学生（日本画コース）

埼玉県清福時薬師堂のデザインを早野由美恵准教授が請け、
内装装飾の一部を日本画コースの学生が担当しました。「お寺
に訪れた方 に々心の安らぎを得て頂きたい」というご住職など
の希望に併せて、高さ約1mのステンドグラス風の絵画を12枚
制作。自動車ガラスの中間膜を再利用した新開発の絵具で、
薬師如来を取り囲む12神将を12の干支に置き換えて描きまし
た。学生たちは埼玉で作画中に3.11に被災。東北の被災者に
思いを馳せ、無事を祈りながら仕上げた作品となりました。

清福時薬師堂

●上原勲准教授（プロダクトデザイン学科）

1年間に4万台もの自動車が廃車になっている現状を考え、こ
れまでリサイクルされにくかった、ハンドル、シートベルト、エア
バッグなどを有効に使ったスツールを開発しました。連携し
たのは、山形県自動車販売店リサイクルセンターとNPO法人
山形県自動車公益センター、共創デザイン室長を務める上
原勲教授。スツールは『Y-R E：C』（ワイ・レック）というブランド
名で市販される予定です。また、被災地の廃車を利用し利
益を地域に還元する、復興支援策としても検討されています。

「Y-R E：C」のリサイクルスツール
●北野博司准教授＋学生（歴史遺産学科）

地域特性に沿った文化遺産を守る文化財保存修復研究セ
ンターの事業のひとつとして、米沢市の戸塚山古墳群発掘調
査を進めています。市の史跡である古墳群の全体像を把握し、
国の指定史跡として整備を進めるための調査です。ここは飛
鳥時代の古墳が約200基も集まる、東日本でも非常に珍しい
地帯。2011年度は歴史遺産学科の北野博司准教授と約10

名の学生が参加し、発掘作業を実施しました。今後も出土品
の整理・計測から報告書の制作まで一貫して行っていきます。

戸塚山古墳群発掘調査
●坂東慶一准教授＋卒業生（グラフィックデザイン学科）

人と環境にやさしい持続可能な社会をつくるために、これか
ら目指すべき生活の様子を絵で記したサステナブル・ライフス
タイル絵巻。第2回サステナブルデザイン国際会議がとりまと
めた全国版の絵巻をベースに、山形の自然や歴史、風土を反
映した山形版のサステナブル・ライフスタイル絵巻を作成しま
した。庄内町の風力発電や金山町の木材を使った住宅、山
形エコハウスなど、山形独自の取り組みが随所に盛り込まれ、
サステナブルな生活が身近に感じられるものになっています。

山形版、サステナブル・ライフスタイル絵巻

●中山ダイスケ教授＋学生（グラフィックデザイン学科）

JAビルの立体駐車場の西側のスペースを、農産物イベント
広場として活用しようという試み。『ぱーくぱーく』という名称
は、口を大きく開けて“パクパク”食べることと、駐車場の“パー
キング”、公園の“パーク”を由来に命名し、ロゴマークをデザ
インしました。また、地産地消ファン作り運動のシンボルキャ
ラクターとして『けぇ～たん』を作成。地産地消協力店ののぼ
りやガイドブックの中で、親しみを込めて「山形産の新鮮な食
材を、山形でおいしく食べてください」と呼びかけています。

山形の農産物PR、地産地消を支援
●竹内昌義教授、他教授陣＋学生（建築・環境デザイン学科）

建築・環境デザイン学科では、東日本大震災で被災した気
仙沼市唐桑町の復興支援と高台移転のプロジェクトに取組
んでいます。この地区は津波で集落全体が流され、地区の高
台移転が決定しています。学科では「自然エネルギーを中心
とした新しい集落のかたち」とテーマを決め、自然エネルギー
を中心としたエネルギーの転換と産業振興や、コミュニティを
維持した新しい集落のかたち、東北の風景を取り戻す活動の
実施などのモデルの提示と実践を、3年計画で進めています。

気仙沼復興支援プロジェクト
●松田道雄教授＋学生（美術科総合美術コース）

尾花沢市にある農産物直売所〈未知の駅・のり蔵〉は発泡
スチロール製のドーム型テナント。そのリニューアルとして、地
域とアートの関わりに積極的な学生たちが現地に入り、2日間
にわたりドームの外壁をスイカ柄にペインティングしました。
スイカの縦縞は、東北6県や尾花沢市の形になっていて、震
災復興を願い“東北はつながっている”という思いが込めら
れています。『スイカドーム』の中で販売されるスイカの出荷
用ダンボールのデザインも学生が手がけています。

農産物直売所「スイカドーム」

産学連携で共に創り出す、未来への“ヨスガ”。

企業や地域と連携し、開学以来、
累計400件以上の受託デザイン・研究・プロダクトを行っている芸工大。
学生の柔軟な発想、若い感性をプロジェクトチームに組み入れ、
担当教授の指導のもと、本格的な事業として地域社会に根ざしています。

共創デザイン室では、3体系の連携体系の中から企業や自治体側のニー
ズに合うものを選んで、プロジェクトを進めていきます。

1. カリキュラム型
内容：授業に組み込み研究を行う豊富なアイデア展開／期間：数ヶ月～
1年／学生：受講学生／書類形式：研究業務委託契約書
○産学共創プロジェクト（PD学科一部科目）

2. プロジェクト型
 内容：内容に合わせて形式をとる／期間：別途相談／学生：教員によるメ
ンバー構築、希望参加学生など／書類形式：研究業務委託契約書
○個別プロジェクト形式、ワークショップ形式、コンペ形式

3. プロフェッショナル型
内容：教員が主体で研究を行うプロ品質の提案／期間：別途相談／学
生：学生アルバイト／書類形式：研究業務委託契約書

山形の製造業・建設業・農業・観光などの振興を、東北芸術工科
大学のデザイン力・企画力・若い力でサポートする、産業界と大学
の連携窓口兼ショールームです。マネジメントスキルを持った大学
職員が常駐し、訪れた市民とともに、デザインによる産業振興につ
いて語り合い、行動する地域デザインの実験室です。

共創デザイン室
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文化財保存修復研究センターでは、白鷹町文化

交流センター〈あゆーむ〉より受託調査の依頼を

受け、仏像の写真撮影記録と制作年代の調査を、

長坂一郎センター長と岡田靖講師を中心に実施

しました。対象となったのは、白鷹町指定文化財

の仏像などが安置される塩田行屋で、かつて修

行僧や修験者などが行をしていた場所。センター

の研究員に加え、美術史・文化財保存修復学科

の学生、大学院生、卒業生による体制で、文化遺

産を所有・管理している地域の方 と々連携した地

域密着型の実践を行いました。

昭和5年に廃寺になり、所有者の高齢化で管理

が止まっていた塩田行屋は、調査に入った時、お

堂の仏像は埃がかぶり虫害も見られた状態。現

地で掃除と応急処置を行った、美術史・文化財

保存修復学科4年の斉藤友佳理さんは、「今回

の処置で10年程は現状が保てますが、所有者は

既に高齢です。このままではまた同じ状態になっ

てしまうのでは」と不安を口にします。岡田靖講師

は「文化財と指定するだけで管理や援助がない

現状では、掃除などの簡単なことでも継続は難し

い。代々管理して来たという理由で、昔のように若

い世代に管理を求めるのは無理ですし、この状態

は全国で見られています」と、地方の文化財が抱

える問題点を指摘しました。また、調査に参加し

た大学院生1年の石井紀子さんは「東北の歴史

を知る人から、聞き伝えができる最後の時期が来

ています。失われる前に手を尽くしたい」と、危機

感をにじませました。今回の調査では、安置され

ている明治期の仏像の大半が、山形市出身で近

代彫刻の大家である新海竹太郎の父、新海宗

慶の制作であることが確認され、その中の木造如

意輪観音坐像の台座部分には新海竹太郎の銘

も発見。歴史の空白の一部分が埋まったと言える

そうです。また、卒業生である宮本晶朗さんが学

芸員を務める〈あゆーむ〉では、この木造如意輪観

音坐像などを中心に展示した「白鷹町の仏像展 

塩田行屋の仏たち」展を開催。1,000人以上の来

場者を迎え好評を博しました。

「まず地域に存在する文化財を知ってもらうこと。

そして保存活動の現状や、センター、学科の取り

組みも知ってもらいながら、地域の人と行政、専門

家が多角的に連携を進める必要性があります」と

岡田先生は語ります。この活動は、今後も文部科

学省の戦略的研究基盤形成支援事業として継

続する予定で、モデルケースとして全国に広がっ

ていくことに期待を寄せています。

大学院仙台スクールで学ぶ渡邉英さんは、宮
城県松島町にある円通院や瑞巌寺などで開
催された「松島紅葉ライトアップ2011－希望、
灯す。」のひとつ、円通院庭園の紅葉ライトア
ップのコーディネーターとしてイベントを支えて
います。円通院の美しい庭園をさらに幻想的
に魅せるこのイベントでは、光と音のインスタ
レーションも同時に開催されました。荘厳な歴
史の面影を残す庭園の奥に位置する「禅林
瞑想の庭」に歩みを進めると、秋風に揺れる
木々の囁きや楽器の演奏に反応して、光の瞬
きが波のように広がる幽玄の世界が来訪者を
迎えます。蛍火を思わせる繊細なフィラメント
の灯りを使い空間演出をしたのは、西澤高男
准教授と、大学院博士後期課程修了生で仙
台高等専門学校に勤務する酒井聡さん。大
学院生、修了生、教授が一堂に会し創り上げ
たプロジェクトとなりました。
「インスタレーションを行った場所は、紅葉し
ない杉木立に囲まれているのでお客さんが足
早に過ぎていってしまうという問題がありまし
た。そこで、自然に近いほのかな光の明滅で庭
の奥行きや存在感を際立たせ、場所の特徴
が明らかになる灯りを考えました」という西澤
准教授。明るいだけのライトアップではなく、
訪れた人が足を止めて心穏やかな時間を過
ごせる空間を演出しました。期間中はギターや

ピアノの生演奏もあり、合間には現代音楽やク
ラシック、エレクトロニカなど庭園の雰囲気を
耳でも楽しめます。選曲した酒井さんは「ライ
ブ感ある生演奏も人気でしたが、音と光だけ
が存在する空間でその美しさを堪能するのも
良かった、という声も寄せられました」と、イン
スタレーションの手応えを感じています。
渡邉さんは、円通院とインスタレーションチー
ムのパイプ役となりスケジュールの進行調整を
行ったほか、グラフィックデザイナーの経験を
活かしてのポスター制作やライティングなど幅
広く担当。「観光に興味があり、広告について
大学院で本格的に学んでみたいという意識
で入学しましたが、まさかここまで深く観光地
に関わるとは思っていませんでした。西澤先生
や酒井さん、円通院の副住職をはじめとして、
人とのつながりも思った以上に広がりました。
大学院には行ってみるものだな、と実感してい
ます」と、あっけらかんとした笑顔を見せた渡
邉さん。そんな渡邉さんに対して西澤准教授
は「とにかく現場に入り込んで、とことん付き合
うというスタンスや、誰にでもはっきりと意見が
言える点で誰からも信頼が厚い。彼女がいな
ければイベントは成功しなかったでしょうね」
と渡邉さんを高く評価しています。

人間が作り上げてきた芸術作品を理解し、文化全
体の知識を学ぶ美術史の分野、作品の状態を見
極め、修復方法と考え方を学ぶ立体修復と平面
修復の分野、文化財の保存方法の研究を行う保
存科学の4分野に取組むことができます。

美術史・文化財保存修復学科

地域に存在する文化財とその価値を、
その地域の方に知っていただく。
地域密着の体制で住民や行政と連携し、
実践的な活動を進めています。

地域の文化遺産を保存する活動に加えて、
継承できる体制を作り出しています。

上：清掃と応急処置を行った、お堂の中の仏像群。「献身的に作業してくれた芸工大の方々には感謝感激です」と語るのは、代々管理を務めてきた渋
谷さん。 左下：文化財保存修復研究センター長の長坂一郎教授が行った、町指定文化財についての講演にも多くの聴講者が。 右下：「白鷹町の仏像
展  塩田行屋の仏たち」展には県内外から人が訪れ、白鷹の仏像について広く知られる機会になりました。

大学院仙台スクールは東北の豊かな
風土の中、実践経験豊富なコンテン
ツとビジネスの牽引者を教授陣とし
て迎え、「コンテンツ・プロデュース」
「ビジネス・プロデュース」の両分野
から実践的な教育を展開し、日本の
コンテンツ・ビジネスをリードする人
材を育成しています。

大学院仙台スクール

右から、渡邉英さん、酒井聡さん、西澤高男准教授。紅葉とライトアップで趣きを変える、円通院石庭「雲外天地の庭」で。

観光名所・松島で、院生、卒業生、
教授が協力し、幻想的な秋の空間を創出しました。

院生、修了生、教授が集結。
松島紅葉ライトアップが希望を灯す。

渡邉英  Hana Watanabe／大学院仙台スクール2年生。社会人としてグ
ラフィックデザイナー時代に円通院のポスター制作をしていたことをきっか
けに、副住職の天野晴華さんと親交を深め、ライトアップのコーディネート、
図面おこしからセッティングまでを手がける。

酒井聡  So Sakai／仙台高等専門学校情報デザイン学科兼担建築デザ
イン学科助教、博士（芸術工学）。プロダクトデザイン学科卒業後、大学
院で博士（芸術工学）取得。在学中、音響による空間演出、音響と光が共
調する空間演出デザインに取り組む。現在も創作研究活動を行っている。

西澤高男准教授 Nishizawa Takao／東北芸術工科大学プロダクトデザ
イン学科准教授、一級建築士、メディアアーティスト。空間を媒体とした
作品を、建築とメディアアート双方からのアプローチによって製作している。
建築計画事務所〈ビルディングランドスケープ〉、およびメディアアートユニ
ット〈Responsive Environment〉共同主催。

WEB 管理者の渋谷さんのお話を紹介しています。

WEB 円通院と渡邉さんらの関わりを紹介します。
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学校法人東北芸術工科大学では、学校法人瓜生山学園との2012年4月での
法人統合を目指して参りました。
この間、県民・市民の皆様への説明会を開催したほか、山形県と山形市から
の質問・要望事項に対しても誠意をもって回答して参りました。しかしながら、
山形県と山形市から今回の法人統合は時期尚早との回答を2011年12月22日
に受け、学校法人東北芸術工科大学の理事会を12月29日に開催し対応を審
議いたしました。
審議の結果、2012年4月の法人統合は見合わせ、文部科学省に提出していた
認可申請を取り下げるとともに、当面法人統合の再申請を行わないことを決
定いたしました。また同日に記者会見を行い、報道機関を通じて広く皆様へ
お伝えさせていただきました。
今後は、学校法人瓜生山学園 京都造形芸術大学との連携を一層強める形
で東北芸術工科大学の運営に努めると共に、これまで以上に地域に開かれ
た大学として、山形、東北の発展に寄与して参ります。
本件につきましては、多くの皆様方に多大なご心配をおかけいたしましたこと
を深くお詫び申し上げます。
なお、山形県、山形市からの回答に対する理事長のコメントを、次の通りお伝
えさせていただきます。

仏像修復で見える仏像の秘密
「時をこえる仏像－修復師の仕事」

芸術学科文化財保存学科卒業生で、茨城県で
NPO法人〈古仏修復工房〉を構える飯泉太子宗さ
んが2冊目となる著書『時をこえる仏像－修復師の仕
事』を出版。壊れた仏像を修復する過程から、普段
知ることができない仏像の秘密に迫っています。
◎著者：飯泉太子宗／価格：819円（税込）／出版：
2011年12月7日出版／出版社：筑摩書房（ちくまプリ
マー新書）／ISBN：9784480688743

プロダクトデザイン学科の作品展
地元企業との産学連携の作品も

プロダクトデザイン学科では、2011年11月2日～3日
に東京外苑キャンパスにてTOK YO DESIGNERS 

W EEK  2011に併せて作品展を開催。過去の卒業
制作優秀作品のほか、ホンダ技術研究所や地元
企業のツルヤ商店との産学連携作品などを多数展
示しました。併せて高校生を対象にしたTOK Y O 

DESIGNERS WEEK 2011を楽しめるツアーも開催し、
デザインの魅力と可能性を伝える機会となりました。
同作品展は2011年12月9日～14日に開催された〈デ
ザインウィーク in せんだい〉にも出品しました。

三瀬夏之介准教授の作品が
テレビ東京の番組セットに

美術科の三瀬夏之介准教授の作品『だから僕はこ
の一瞬を永遠のものにしてみせる』が2011年11月14日
にスタートしたテレビ東京の新経済番組「日経スペシ
ャル 未来世紀ジパング－沸騰現場の経済学」の番
組セットとして使用されています。
◎「日経スペシャル 未来世紀ジパング－沸騰現場の
経済学（テレビ東京系列）」毎週月曜22:00～22:54

URL：http://www.tv-tokyo.co.jp/zipangu/about/

Copyright(C)2011テレビ東京 All Rights Reserved.

ついに決定！ デザセン2011

優勝は佐賀県の有田工業高等学校

暮らしの中から高校生が課題を見つけ、社会をよりよ
くするための解決策を提案する「デザセン」。2011年
10月30日に開催した決勝大会では、過去最多の932

チームから一次、二次審査を経て出場した12チーム

の高校生がアイデアを発表しました。優勝した有田
工業高等学校の提案は、『あなたのおうちに。開局！
選挙チャンネル』。政治家の生活やリアルな考えを選
挙専用放送局から情報発信し、国民が政治家への
理解を深めるというアイデアでした。
◎優勝（文部科学大臣賞）：有田工業高等学校『あ
なたのおうちに。開局！選挙チャンネル』川添こころ／
島田花穂／田中みづきチーム、準優勝：新座総合技
術高等学校『Catch  Car～心を開こう～』成田歩愛
／松本美咲／高橋遥チーム、第三位：神戸市立科
学技術高等学校『軌跡のアーカイブ』迫田華菜／中
野里奈／鈴木穂乃香チーム
URL：http://www.tuad.ac.jp/hidechamp/

NEWS & TOPICS東北芸術工科大学の「できごと」セレクション
※学年や所属は、発表・受賞時のものです。 NEWS & TOPICS

第79回独立展に本学学生、卒業生
の絵画作品が多数入選

独立美術協会が主催する第79回独立展に、洋画コ
ースや大学院洋画領域、こども芸術領域の学生、卒
業生が多数入選。国立新美術館で2011年10月12日
～24日に開催された入選作品展に出品しました。
◎入選：伊東千紘（学部2年）／齋藤翔太（学部2年、
初入選）／西野恵理（学部3年、初入選）／小野田
拓真（院2年）／羽賀文佳（院2年）／高松和樹（卒
業生）／本田崇（卒業生）／棚澤寛（卒業生）／原
田聖（卒業生）
URL：http://www.dokuritsuten.com/

第65回記念二紀展に本学学生、
卒業生が多数入選しました

社団法人二紀会が主催する第65回二紀展に、洋画コ
ースや大学院洋画領域の学生、卒業生が多数入選。
国立新美術館で2011年10月12日～24日に開催された
入選作品展に出品しました。
◎入選：浅野友理子（学部3年、初入選）／高橋彩香
（学部3年、初入選）／高橋克幸（学部3年）／小野
寺裕（学部4年）／竹内玲子（学部4年）／布田優（学
部4年）／村上結郁（学部4年）／原田圭（院2年）／
佐藤未希（博1年）／藤沢朋広（卒業生）／小田志保
（卒業生・洋画コース副手）／渡邊まり（卒業生）／石
崎裕香（卒業生）／武田恵子（卒業生）
URL：http://niki-kai.com/

自然エネルギーから考える
安全で快適な未来の暮らしと社会

建築・環境デザイン学科および東北復興支援機構
では、「東北における自然エネルギー転換プラン－新
しいふるさとづくり」を開催しました。東日本大震災や
福島の原子力発電所の事故を受け、地域に根ざし
たエネルギーシフトのあり方について参加者と共に考
察しました。
◎2011年10月19日 パネルディスカッション

パネリスト：マエキタミヤコ（建築・環境デザイン学科
客員教授）／竹内昌義（同学科教授）／馬場正尊
（同学科准教授）／三浦秀一（同学科准教授）
◎2011年11月12日 田中優（文筆家） 講演
主催：建築・環境デザイン学科／東北復興支援機
構 TRSO／NPO知音  協賛：全労済笑の会

ことばをみつけるシンポジウムが

開催されました

文芸学科では、もう一度ことばを原点として震災後
の世界の再構築を試みるシンポジウムを4回シリーズ
で開催しました。“よりそう、めざめる、つたえる、こたえ
る”という様々なことばの役割をテーマにゲストを招き、
これまでの世界を形づくっていたことばではなく、新
しい現状と深くかかわることばの再発見を通じて今と
これからを語り合いました。
◎2011年10月21日 “よりそう”ことば
山川健一（文芸学科学科長）／ウクライナの歌姫ナ
ターシャ・グジー（写真）
◎2011年11月2日 “めざめる”ことば
平尾清（山形大学教授）／熊谷周三（山形大学研
究生）／川西蘭（文芸学科教授）／石川忠司（文芸
学科教授）
◎2011年11月16日 “つたえる”ことば
内海春雄（塩釡市桂島会計担当副区長）／斎藤潤
（文芸学科教授）／藤原千尋（文芸学科講師）
◎2011年11月30日 “こたえる”ことば
横川圭希（オペレーションコドモタチ）／山川健一
（文芸学科学科長）／文芸学科学生有志
協力：山形大学、東北復興支援機構 TRSO

五感を高める“あそび”をデザイン
「あそびのえんにち」を開催

グラフィックデザイン学科1年生69名が、3～5歳児の
子どもの身体活動や五感を高める遊びをデザインし
た「あそびのえんにち」を開催。今年は、2011年11月8

日、9日にこども芸術大学の64組の親子が体験しまし
た。制作した遊具と共に、実際に子どもたちと遊ぶこ
とで無邪気な子どもに提案意図を伝えるコミュニケー
ション力や、子どもたちが作品を感覚的にどう受け止
めるかなどを観察する機会となりました。
◎指導教員：澤口俊輔グラフィックデザイン学科講師

ランドスケイプデザイナー

廣瀬俊介准教授が考える
『風景資本論』

建築・環境デザイン学科の廣瀬俊介准教授が、著
書『風景資本論』を出版。ランドスケイプデザイナー
として考えるに至った「自然と社会の関係が調った地
域の風景」を代替物のない資本と見なし、天然資源
と土地の持続的利用に立脚した地域経営論を著し
たもの。多数の図版を用いた事例紹介で読者に分か
り易く伝えています。
◎価格：2,100円（税込）／出版社：朗文堂／発行
日：2011年11月3日／ISBN：978-4-947613-85-1

天羽慎之介さんが特別賞を受賞
「木のデザイン公募展2011」

財団法人脇田美術館が主催する「木のデザイン公
募展2011」で、大学院工芸領域修了生の天羽慎之
介さんの作品『Fault  of  wood』が特別賞を受賞。同
館で2011年10月8日～11月25日に開催された受賞展
に出品されました。
URL：www.wakita-museum.com

藤田嗣治制作の大壁画を
文化財保存修復研究センターが
科学的調査

文化財保存修復研究センターでは、2013年秋にオ
ープン予定の秋田県立美術館から依頼を受け、藤田
嗣治制作の大壁画の科学的調査を2011年11月16日
～18日に実施しました。1930年代の群像表現につい
て材料と技法を明らかにし、新たな藤田嗣治像を提
示する事が目的。美術史・文化財保存修復学科の
森直義教授と米村祥央講師、大場詩野子嘱託研
究員が調査担当。また、西洋絵画修復と保存科学
の分野を専攻する大学院生と4年生が研究補助を
行いました。 

◎対象作品：藤田嗣治／1937年／画布／油彩／
365×2050cm

手島信洋さんの作品が
「James Dyson Award 2011」で国内2位

〈ジェームズ・ダイソン財団〉が主催する国際デザイン
アワード「James Dyson Award 2011」で、大学院博
士課程時に制作した手島信洋さんの作品『移動、展
開で空間機能を切り替える家具』が国内2位を受賞
しました。今年度は世界18か国から550以上の応募
がありましたが、手島さんの作品は国内上位3位が出
品できる国際審査でも評価され、国際最優秀賞候
補のファイナリストに選出されました。

細川護熙学園長が菊地寛美記念智美術館で2011

年10月9日～2012年1月9日に個展「胸中の山水」を開
催しました。（写真は工芸コースでの特別講義の様子）
主催：財団法人菊地美術財団／朝日新聞社
URL：http://www.musee-tomo.or.jp/

細川護熙学園長が
個展「胸中の山水」を開催

映画館さながらの映写室
〈サクラダシネマ〉がオープン

映像学科の映写室〈サクラダシネマ〉が2011年11月17

日に竣工しました。一般的な映画館並みの上映設備
を備えているほか、館内の座席は山形市民に惜しま
れつつ閉館した〈シネマ旭〉から無償提供されたもの。
映像作品の上映をはじめとする、様 な々授業やイベン
トで活用する予定です。
◎映像学科映写室
常設座席数：76席（最大98席）
スクリーン：240インチ

プロジェクター：2KパネルHDプロジェクター（高輝度
10000ルーメン）
音響設備：ドルビーデジタル／DTS

“あたらしい日常を、軽やかに”する
暮らしとデザイン。「福しま図案室」

復興支援プロジェクト室〈東北復興支援機構
TRSO〉では、“あたらしい日常を、軽やかに”をテーマ
に、福島から山形に自主避難されているご家族のた
めのデザインワークショップを3回シリーズで開催。初
回の2011年12月11日には、平澤まりこ氏（イラストレー
タ―）を講師に「コラージュペーパーバッグをつくろ
う」を実施しました。このイベントは、福島県より転入
されたご家族の新生活を応援し、母子支援コミュニ
ティーの定着を目的としています。2012年2月以降の
予定は、11ページにてご案内しています。

崇武館空手道錬成大会で
学生3人が入賞

2011年10月23日に開催された「創立40周年記念  崇
武館空手道錬成大会」で、洋画コース4年の齋藤嘉
美さん、プロダクトデザイン3年の織野未央さん、石倉
弘章さんが入賞しました。
◎高校一般形第二部  準優勝：齋藤嘉美（洋画コー
ス4年）、第3位：織野未央（プロダクトデザイン学科3

年）／石倉弘章（同学科3年）
◎主催：崇武館空手道後援会

日韓現代漆デザイン展「漆の
再発見」に齊藤寛達さんが出品

韓国文化院ギャラリーMI（東京都）で2011年11月1日
～5日に開催された日韓現代漆デザイン展「漆の再
発見」に、大学院工芸専攻（漆芸）を修了した齊藤
寛達さんが作品を出品。日本の出品作家は9名で、齊
藤さんはその中の一人として、隈研吾氏や橋本夕紀
夫氏らに並び選出されました。
◎出展作家：隈研吾／橋本夕紀／木村浩一郎／
坂雅子／大西長利／齊藤寛親／齊藤寛達／小梛
真弓／天野漆器株式会社  ◎主催：駐日本韓国大
使館 韓国文化院、韓国漆文化研究院
URL：http://www.koreanculture.jp/

第5回山本鼎版画大賞展で
学生、卒業生が多数入賞

山本鼎版画大賞展実行委員会、上田市などが主催
する第5回山本鼎版画大賞展に版画コースと洋画コ
ースの在学生、卒業生が多数入選。上田創造館文
化ホール（長野県）で2011年10月28日～11月13日に開
催された入選出品展に出品されました。
◎入選：武田圭以都（学部3年）／金子美早紀（学
部3年）／倉金奈々子（学部4年、写真作品）／小野
智香（学部4年）／西村沙由里（院1年）／野瀬（院2

年）／須藤光和（卒業生）／あるがあく（卒業生）
URL：http://museum.umic.jp/kanae/compe/compe.html

国際瀧冨士美術賞が選ぶ
若手芸術家に本学から2名が選出

将来を担う若手芸術家を育成する奨学金制度「国
際瀧冨士美術賞」（財団法人日本交通文化協会）の
第32期生に洋画コース4年の布田優さんが選ばれま
した。また洋画コース4年の小野寺裕さんが東日本大
震災で設けられた特別賞「震災復興特別賞」に選
ばれ、財団から奨学金が授与されました。
布田優（学部4年）指導教員：木原正徳美術科教授
小野寺裕（学部4年）指導教員：青山ひろゆき美術
科講師

工芸コース牧野広大さんが
第6回雪のデザイン賞で銀賞に

石川県加賀市の中谷宇吉郎雪の科学館が主催する
「第6回雪のデザイン賞」で工芸コース卒業生の牧野
広大さんが銀賞を受賞。2011年10月27日～2012年2月
14日に同館が開催する入選作品展に出品しています。
会場URL：http://www.kagashi-ss.co.jp/yuki-mus/

作家URL：http://koudai27.jimdo.com/

3年に一度の「トリエンナーレ豊橋
星野眞吾賞展」で
優秀賞ほか多数入選

豊橋市が主催する絵画の全国公募展「第5回トリエ
ンナーレ豊橋  星野眞吾賞展  明日の日本画を求め
て」に日本画コースや大学院日本画領域の学生が多
数入選。大学院日本画領域2年の久保木桂子さん
が優秀賞を受賞し、豊橋市美術博物館（愛知県）で
2011年11月11日～12月11日に開催された入選作品展
に出品されました。
◎優秀賞：久保木桂子（院2年）
◎入選：堀内佑季子（学部3年）／辻ゆかり（学部4

年）／財田翔悟（学部4年）／塩澤清志（院1年）／
大平由香理（院1年）／松崎綾（院2年）／菊池咲
（院2年）／土ヶ端大介（卒業生）／佐々木綾子（卒
業生） ◎賛助出品：三瀬夏之介（美術科准教授）
URL：http://www.toyohaku.gr.jp/bihaku/

期待の若手作家が個展を開催
佐藤未希展「1breath,2contact」

大学院洋画領域1年生の佐藤未希さんが、Yoshimi 

Arts（大阪府）で2011年11月25日～12月23日に佐藤
未希展『1breath, 2contact』を開催。年に一度開催
される大阪市内5つのギャラリーが連携し、今を代
表する若手作家を紹介する現代美術祭「OSA K A 

ART COMPLEX」にも出品作家として参加しました。
URL：http://www.yoshimiarts.com

保田井智之教授が
宮崎県の文化賞芸術部門で受賞

美術科の保田井智之教授が2011年度県文化賞（宮
崎）芸術部門で受賞し、2011年11月7日に宮崎県庁
にて授賞式が開催されました。これは県の文化向上、
発展に貢献した人や団体に贈られるもので、今年は
62回目になります。

サイトウケイスケさんが

W WA Galleryのグループ展に出品

カリフォルニア州W WA Galler yで2011年11月19日～
12月23日に開催した「現在の日本における80年代ア
メリカ文化の影響」展に、大学院修了生で総合美術
コース副手のサイトウケイスケさんが出品。アメリカの
パンク・ロックのフライヤーやレコードジャケットから影
響を受け、尊敬を込めて描いた平面作品を含む作品
4点を出品しました。
◎会場：W WA  Ga l l e r y（アメリカ） 9517  Cu l v e r  

Blvd | Culver  City, CA 90232

URL：http://www.wwagallery.com/

芸工大を職場にする、
という選択肢
職員を募集しています

東北芸術工科大学では、事務補助業務嘱託職員、
文化財保存修復研究センターポストドクターなどを現
在募集しています。職種によって締め切り日が異なり
ます。詳しくは、東北芸術工科大学HPをご覧ください。
URL：http://www.tuad.ac.jp/

学校法人東北芸術工科大学と学校法人瓜生山学園との学校法人統合について、認可申請を取り下げます

4月統合は、もはや時間切れです。
今日の芸工大の姿は、開学以来、二十数年間におよぶ学生・教職員の努力の
結晶です。その努力に対して十分な信頼をいただけなかったことは、誠に残念
と言わざるを得ません。

しかし、芸工大を守り抜く決意に、いささかの変わりもありません。何よりも優先
されるべきは、学生たちです。芸工大に集う若者たちを守り抜くために、理事会
は全力を尽くしていくことを、統合をご支持いただいた保護者会、校友会、そし
て県民、市民の皆様に、お約束いたします。

今後は、いかなる理由で法人統合が不調に至ったのかを徹底的に点検し、10
年先、20年先を見据えて、芸工大の新たな展望を切り開いていきます。

学校法人 東北芸術工科大学　理事長 德山詳直

最後に、本学に対するご支援に深く感謝の意を表すると共に、改めて皆様のご理
解を賜りますようお願い申し上げます。
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EVENT SCHEDULE生涯学習プログラム講座レポート

12.10→1.28
近藤亜樹さんが4人展に出品
大学院実験芸術領域2年の近藤亜樹さんが、国
内外の著名作家の現代美術作品を取り扱うシュウ
ゴアーツ（東京）が企画する4人展「4 artists show 

painting」に出品中です。
●4 artists show painting

会期：2011年12月10日（土）～2012年1月28日（土）
会場：シュウゴアーツ（東京都江東区清澄1-3-2 5F）
休館：月・日曜、祝日、2011年12月23日～1月4日（入
場無料）
TEL：03-5621-6434

URL：http://www.shugoarts.com/

1.11→1.27
写真展でみつける、東北の魅力
大震災後、写真展のメインテーマは“生命”。電子
顕微鏡写真からドキュメントまで、学生と教員によ
る写真の饗宴です。内藤正敏教授が担当する会
場構成も見所のひとつです。
●東北発見！ 写真展「めくるめく写真の宇宙」
会期：1月11日（水）～27日（金）
開館時間：平日9:00～17:00／土曜10:00～16:00／
日曜休館
会場：本館7階ギャラリー
ギャラリートーク：1月17日（火）

1.12→1.19
人間の感情や音をコンセプトに
「アニマート」とは“活発に、生き生きと”の意味。人
間だけが表現できる快活な感情や、その音をコンセ
プトにした作品を展示します。また、3年生による合
同展も開催します。
●総合美術コース1・2年生合同展「ANIMATO」
日時：1月12日（木）～19日（木）10:00～17:00（月曜
休館）
会場：悠創館（山形市上桜田366番地）入場無料
○総合美術コース3年生 進級制作展
日時：1月11日（水）～21日（土）10:00～20:00（最終
日12:00まで）
会場：図書館2F スタジオ144／ガレリアノルド

1.18
公開講座「気候温暖化と縄紋人」
地球の温暖化が問題になっていますが、過去に繰
り返してきた温暖化に、縄紋人がどう対応したのか
を読み解いていきます。
●公開講座  気候温暖化
講師：安斎正人  東北芸術工科大学東北文化研
究センター教授
日時：1月18日（水）18:00～19:45

会場：本館207講義室
受講料：一般500円（他大学を含む学生、本学教
職員無料）

1.18→1.23
水谷真人さんが個展を開催
大学院工芸領域生の水谷真人さんが個展を開催。
「作陶を始めて5年。試行錯誤の中、今しか作ること
のできない私の器をご覧ください」
●水谷真人 作陶展
会期：1月18日（水）～23日（月）11:00～19:00（最終
日は17:00まで）
会場：南町通りオープンギャラリー くろすろーど（仙
台市青葉区一番町）

1.21, 1.22
今年も開催「紅花ルネサンスvol.4」
2011年も、山形市高瀬地区の方にご指導をいただき、
一万数千の花が咲き、1.5kgの紅餅を作ることがで
きました。その紅餅を使用し、「寒中の紅花染めワー
クショップ」を実施します。また翌日は、研究者や染
織家、美術家、学生による「紅花シンポジウム」を開
催いたします。共に申込み不要、参加無料です。
●紅花ルネサンス vol.4

○ワークショップ
日時：1月21日（土）13:00～16:00

会場：本館前広場
○シンポジウム
日時：1月22日（日）
会場：こども芸術大学 こども劇場
1部 紅花プロジェクト 12:00～13:15

2部 紅花談話 13:15～14:45

3部 ディスカッション 14:45～16:00

1.22→1.29
工芸の魅力を堪能する「素材展」
工芸コース（金工、漆芸、陶芸）とテキスタイルコー
スの2年生 36名による、素材と向きあって制作した
作品展です。制作工程も分かりやすく展示致します。
●素材展
会期：1月22日（日）～29日（日）10:00～17:00（月曜
休館）
会場：悠創館
◯公開講評会：1月26日（木）14:00～17:00（悠創館）

2.4→2.12

テーブルウェア・フェスティバル2012

国内最大級の器展「テーブルウェア・フェスティバ
ル2012－暮らしを彩る器展」に、同展で大賞及び
各賞を受賞した工芸コースと大学院工芸領域の学
生、教員が出品します。山形鋳物を中心に金属工
芸品や木工品、わら細工、天童木工の家具など山

形の幅広いものづくりをテーブルコーディネート。山
形の風土が生んだものづくりとそこで育まれた作品
の数 の々コラボレーションを披露します。
●テーブルウェア・フェスティバル2012－暮らしを彩
る器展
会期：2月4日（土）～12日（日）
会場：東京ドーム
入場料：前売り1,700円／当日2,000円
出展者：小山泰之（卒業生）／早川美菜子（卒業
生）／木瀬浩詞（院修了生・作品写真）／下山普
行（院修了生）／天羽慎之介（院修了生）／金子
透（美術科准教授）
主催：読売新聞社、株式会社東京ドーム
URL：http://www.tokyo-dome.co.jp/tableware/

2.5, 3.18

冬の山形を楽しく「福しま図案室」
福島から山形に自主避難されているご家族のため、
素敵なゲスト講師をお招きし、冬の生活を家族で
楽しく飾るためのデザインワークショップを3回シリー
ズで開催します。
●福しま図案室
会場：山形まなび館MONO SCHOOL 多目的室
（山形市本町）
時間：10:30～15:30（現地集合／解散）
対象：震災後に福島県から山形県に転入したご家族
定員：40名程度
教材費：大人1名1回参加につき500円（高校生以
下無料）
申込先：復興支援機構TRSO事務局
TEL：023-627-2218（平日9:00～17:00）
申込締切：各実施日の2日前まで
○第2回 新しい年のはじまり。空を見て、字を書く
日時：2月5日（日）
講師：華雪（書家）
○第3回 春かぜにそよぐモビールをつくろう
日時：3月18日（日）
講師：LLPスケット（つながりクリエイター）

2.28→3.4

彫刻作品展「SENSITIVE SKIN」
大学院彫刻領域修了生の高坂静香さんと吉岡朝
美さんが、石や金属などの素材を用いた彫刻作品

展を開催します。
●SENSITIVE SKIN－曖昧な輪郭
会期：2月28日（火）～3月4日（日）
会場：ぎゃらりーKingyo（東京都文京区千駄木）
URL：http://www.gallerykingyo.com

3.3→3.8
卒業・終了展を外苑キャンパスで
2011年度東北芸術工科大学卒業・修了展［東京
展］を新しく開設した外苑キャンパスにて開催。山
形展に出展となった作品の中から、美術科の選抜
作品が一堂に会します。
●東北芸術工科大学卒業・修了展[東京展]

日時：3月3日（土）～8日（木）10:00～18:00（予定）
会場：京都造形芸術大学・東北芸術工科大学　
外苑キャンパス
※オープニングパーティー、ゲストなども検討中。追
ってWEBにてご案内いたします。

3.20
輝かしい出発の日。卒業式・修了式
平成23年度 東北芸術工科大学 卒業式・修了式を
以下の通り執り行います。式終了後、本館の教室で
各学科・学系・コースの学位記授与を行います。
●平成23年度 卒業式・修了式
日時：3月20日（火）受付開始10:00（開式10:30～）
会場：東北芸術工科大学体育館
※時刻が変更になる場合がございますので、別途
対象の方へお送りするご案内をご確認願います。

3.24→4.25
今年も帰ってきた、若き才能
春を告げる魚のヤマメを山形では“サクラマス”と呼び、
その名を冠して毎春開催している卒業生作家による
凱旋企画品展です。
●サクラマス展2012

会期：3月24日（土）～4月25日（水）10:00～18:00（最終
日16:00まで／木曜、第1・3火曜定休）
会場：山形デザインハウス（山形市七日町）
○オープニングパーティー
日時：3月23日（金）18:00～
参加費：500円

4.8
新しいはじまりの日、入学式
平成24年度 東北芸術工科大学大学院・東北芸
術工科大学入学式を以下の通り執り行います。
●平成24年度 入学式
日時：4月8日（日）開場9:30（開式10:30～）
会場：東北芸術工科大学体育館
※時刻が変更になる場合がございますので、別途
対象の方へお送りするご案内をご確認願います。

「 」では、在学生や卒業生の方からのイベ
ントなどの告知や、受賞情報をお待ちしてお
ります。広報室へお気軽にご連絡ください。
また、日程や掲載内容は変更になる場合があ
りますので、HPなどで事前にご確認願います。

2011年12月3日に開催した東北芸術工科大学〈太悳（たいしん）〉の「太悳 2011冬公演」の様子。太悳の他に出演したのは、合唱団じゃがいも、和太鼓
〈月悳〉（山形県米沢市）、和太鼓部〈太悳 学生組〉および学生有志ら総勢約 70名。当日は雨模様の中、300人程の観客が体育館を埋めました。上：本
講座の受講者が出演した第一部では、初心者から熟練者までが一緒になって「三宅」「屋台囃子」「実り」を熱演。 左下：法被姿と振りがきまっている受
講者の渡辺さん（手前）と鹿谷さん（左奥）  右下：こども芸大のワークショップがきっかけで和太鼓を習い続けている小学生も参加しました。

毎日の暮らしの感性をより豊かに。東北芸術工科大学の生涯学習。

芸術や文化を日常に加えると、心が豊かに、人生に潤いが与えられるは

ずです。東北芸術工科大学の生涯学習事業、“大人のための芸工大”で

は、アートを身近に感じたい、もっと深く文化を学びたい、そんな気軽な思

いから始められます。2011年度開講講座の中では、2月18・25日、3月3・10・

17日の5回通しの「陶芸講座 野焼き」が 1月30日まで申込を受付中です。

また、2012年度開講講座も間もなくご案内を開始致します。詳しい資料を

無料でお送りしておりますので、まずはお気軽にご請求ください。

「とても熱心な受講者ばかりで、公
演で演奏した曲もあそこまでできる
と思いませんでした。最初は間違
えてもいいから、気持ちが音に出
てくる所が重要です」
川口幾太郎（教養教育センター
教授）

「実際にやってみると想像より難し
く、和太鼓の奥深さを感じていま
す。川口先生の指導は丁寧で、講
座に参加するごとにその優しい人
柄が伝わってきます」
鹿谷さん（山形市）

日本に古くから伝わるシンプルな楽器、和太鼓。

その心臓に直接響くような重低音と胴の部分

を打つ高音が奏でる躍動感や迫力は、他の楽

器にはない魅力です。本講座では、誰もが知っ

ていながら演奏する機会が少ない和太鼓に触

れて基本的な技術を覚えながら、日本の伝統

曲である「三宅」や「屋台囃子」の習得を目標

として練習していきます。

講座では、最初に自由に和太鼓を打つことから

始め、バラバラに鳴っていた受講者同士の音

が揃った時の心地よさを実感することがスター

トラインになります。そこに慣れてきたら、簡単

な音符の読み方を覚え、和太鼓独特の鳴りと、

その合間に聞こえる「地打ち」と呼ばれるベー

スのリズムを意識して、音楽的な演奏ができる

ように練習。隣の人の音を聞きながら合わせ、

最後は全員で合わせていく、というのが基本の

流れです。講師の川口教授は「バチさえあれば

鳴るだろう、と思っている方は最初思ったように

いかなくて落ち込むことが多いですね（笑）。音

を合せられるようになってからが、表現するた

めの本当の練習になりますが、まずは楽しんで

もらえることが一番です」と語っています。

2011年12月3日に開催した、川口教授率いる和

太鼓演奏チーム〈太悳（たいしん）〉の「太悳

2011冬公演」には、本講座の受講者も参加。

講座で習得した「三宅」「屋台囃子」の演奏を

披露しました。受講者の渡辺さんはお子さんと

一緒の舞台に立つという経験をしました。「なん

といっても楽しいのは、みんなで音を合わせるこ

と。夢中で太鼓を叩いている自分の姿もいいん

じゃないかと思っています、はまっちゃいまし

た！」という渡辺さん。公演前にバチさばきや振

りを熱心に練習している様子が印象的でした。

川口教授は本講座について「教える側も、演

奏を始めてしまえば同じ立場になる所がいい

ですよね。一緒に音を出す、その瞬間は全く一

緒ですから」と語り、演奏者として音を共有す

ることに喜びを感じていました。

感性の和太鼓
演奏の楽しさを体感する［全 9回］

東北芸術工科大学 卒業／修了研究・制作展 ｜ 縁 〈ヨスガ〉

今年で17回目となる2011年度  卒業／修了研究・制作展では、約540名の学生たちが、自身の学
びの集大成として個性あふれる作品や研究を発表します。今年のテーマは「縁（ヨスガ）」。人との
繋がりや出会いを大切な「縁」としながら、学生たちが取組んできた集大成を是非ご覧ください。
●東北芸術工科大学 卒業／修了研究・制作展 ｜ 縁
会期：2月14日（火）～19日（日）10:00～17:00（会期中無休／入場無料） 会場：大学キャンパス
○歴史遺産学科、美術史・文化財保存修復学科 卒業研究口頭発表
日時：2月15日（水）～16日（木） 9:00～17:00

お問合せ：東北芸術工科大学 〒990-9530 山形県山形市上桜田3-4-5  

TEL：023-627-2000  Email：public@aga.tuad.ac.jp ht tp://w w w.tuad.ac.jp/sot suten/

東北芸術工科大学 生涯学習プログラム
〒990-9530 山形市上桜田3-4-5

TEL：0120-25-8160

（受付：月～金  9:00～18:00 ※土・日・祝休み）
FAX：0120-41-2154

URL：http://www.tuad.ac.jp/plusart/


